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研究成果の概要 

耐還元性求電子剤を用いることでアルカリ金属による不飽和結合への電子注入を能動的に制御

し、不飽和結合を多重官能基化する革新的有機合成反応の開発に取り組み、以下の成果を得た。

1）耐還元性求電子剤として有機マグネシウムハロゲン化物または有機アルミニウムハロゲン化物

共存下、アルキンに対してナトリウム分散体を作用させると、有用ながらも合成が困難であった anti-

1,2-ジマグネシオエテンまたはジアルミノエテンが生じることを明らかにした。anti-1,2-ジマグネシオ

エテンは二重グリニャール反応剤として様々な求電子剤と反応し、対応する anti-二官能基化生成

物を高立体選択的に与えた。また、anti-1,2-ジアルミノエテンに対してホルムアルデヒドを作用させ

たところ、アリール基の脱芳香族化を伴う二官能基化が進行した。この脱芳香族化/二官能基化反

応の生成物の有用性ならびに特異な反応機構も明らかにした。2）anti-1,2-ジマグネシオエテンに

対して塩化亜鉛を作用させると anti-1,2-ジジンシオエテンが生じ、これを根岸カップリングに利用可

能であることを明らかにした。3）芳香族ケトン由来のアルケニルカルバマートに対してアルコキシホ

ウ素存在下ナトリウム分散体を作用させると、炭素−酸素結合の切断とホウ素求電子剤による捕捉

により、対応するアルケニルボロン酸エステルが得られた。4）亜鉛粉末によるアルケニルスルホニ

ウム塩の還元が、アルケニル亜鉛反応剤の優れた調製法となることを発見した。 

フローマイクロリアクターを利用して不飽和結合への電子注入を能動的に制御することにも成功し

た。5）スチレンと均一系還元剤をフローマイクロリアクター中で高速混合すると、スチレンの還元的

二量化が高選択的に進行した。生じた 1,4-ジリチウム種は二反応性求電子剤と反応させ、各種有

用ヘテロ環へ短工程で導けることを明らかにした。 
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